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平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

9日（水）・23日（水）  午前10時30分～

12日（土）・24日（木）　午後２時～

19日（土） 午後７時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『永い言い訳』（邦画:124分)

ライブラリーコンサート（平戸図書館）　　　
■今月の出演は「カフェパヤラの仲間たち」
です。ジャンルを問わない多彩な音楽をお届
けします。予定は変更になることがあります。

お は な し 会　（永 田 記 念 図 書 館）
※随時変更することがあります。永田記念図書館

『サンタさん』

さく／長尾　玲子
出版社／福音館書店

『季節を楽しむボタニカルリース
　自然の恵みで暮らしを彩る』
著／唐津　攝子
出版社／ナツメ社

『あなたのご希望の条件は』
著／瀧羽　麻子
出版社／祥伝社

『とにかく運がよくなりたい！
　突然ですが占っていいですか？PRESENTS』
監修／木下レオン、星ひとみ、
　　　ぷりあでぃす玲奈
出版社／扶桑社

『ウソみたいだけど実在する！
　世界のめっちゃスゴい国』
出版社／JTBパブリッシング

春の終わりに羊の毛を刈った
サンタさんは、その毛ではな
ちゃんのマフラーを作ります。
マフラーが編み上がると、サ
ンタさんはそれを袋に入れて
出発します。サンタさんのひ
たむきな思いを描いたクリス
マスにおすすめの絵本です。

身近な植物の魅力を発見し、輪
の形に凝縮させるのがボタニカ
ルリースです。カニクサのふん
わりリースや菜園のドーナツ
リースなどミニから大型まで
様々なサイズのリースを紹介し
ています。自由な発想でリース
の世界を広げてみませんか？

テレビ番組「突然ですが占っ
てもいいですか？」に登場す
る３人の占い師が、運気を上
げるためのコツを伝授します。
運をよくする言葉や習慣や行
動、幸運を呼ぶ暮らし方、開
運につながるファッション＆
メイクなどを紹介しています。

転職エージェントで働く香澄
は40歳。様々な理由で転職
を考えている人々に、相応し
い求人を紹介する仕事をする
うち、十人十色の仕事観や人
生観にふれ、自分の仕事や人
生も見つめ直すことに。人生
の選択肢はひとつじゃない。
それそれが選ぶ道とは・・・？

ウソみたいな文化・習慣・
法律のある国、ウソみたい
な自然・気候の国、ウソみ
たいな食べ物・食習慣があ
る国・・・。世界中の驚きの国を、
オールカラーのイラストと
写真で楽しく紹介していま
す。

『クリスマスかぞえうた』
さく／西村　敏雄
出版社／白泉社（コドモエのえほん）
いちごのケーキ、にぎやかツ
リー、プレゼント、トナカイ…。
サンタさんは、何を持って来
てくれるかな？1から10まで、
自由なメロディで歌って楽し
むクリスマスの絵本です。

今月の休館日　永田記念図書館：1日(火）・8日(火)・15日(火)・22日(火)・27日（日）
　　　　　　　平戸・永田記念図書館：年末年始 28日（月）～１月３日（日）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

vol.21「古写真」から見る平戸の記憶遺産
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

追廻の馬場

昭和３年ごろの追廻の馬場

現在の追廻の馬場

まち協だより 地域で頑張るまちづくり運営協議会の活動を毎月紹介Vol.1

　「月イチ床屋」は、島民から「度島に床屋さん
が無くなって、わざわざ平戸に行くのは大変。
まち協でどうにかできないか」との声が上がった
ことがきっかけで始まりました。
　毎月第２月曜日を「月イチ床屋の日」と決め、
島外から床屋さんに来てもらい、簡単なカットな
どを低価格で行ってもらっています。まち協が予
約の窓口となり、少しでも島民が利用しやすい
ように工夫しています。「度島で髪を切ることが
できとても助かっています」と利用者からも大変
好評で、「月イチ床屋」以外にも「月イチカイロプ
ラクティック（アメリカ発祥の整体）」や「月イチヨ
ガ」など広がりを見せています。
　度島まち協では、これからも島民の声を事業
に反映させ、島民自ら課題を解決し、さらに度
島が元気になるよう活動していきたいと思います。

上_月イチ床屋を実施する部
屋は、まち協の役員などが
ボランティアで作り上げまし
た。
右_月イチ床屋の様子。毎月
多くの島民が利用し、定着
しています。

島民の声から生まれた『月イチ床屋』 NPO法人度島地区まちづくり運営協議会　☎25-2501

　右上の写真は昭和3年（1928年）ごろで、場所は
「最教寺」奥の院三重の塔の上にあたります。ちょうど
聖宮から入るところで、現在は舗装道路となっており、
子泣き相撲が行われる際は、駐車場になっているとこ
ろです。
　追廻の馬場は、明治初期までは幅50m、長さ
130mほどの広場であったと思われ、古い絵図には、
3本の的を馬上より武士が射る流鏑馬を、中央に位
置した藩主と多くの人たちが見物する様子が描かれて
います。流鏑馬はもともと馬術の重要な訓練の１つで
あり、鎌倉時代から伝わり、やがては神事に奉納さ
れる伝統芸能の１つとなっていきます。平戸でも古く
から奉納されていたことが記録からわかります。
　また、近くには松浦家25代隆信（道可）の墓もあり
ます。
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